
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理
事
長
挨
拶
要
旨 

れ
る
配
当
可
能
原
資
の
限
度
を
超
え
る
水
準
に
有
価

証
券
の
評
価
損
額
が
抵
触
し
、
配
当
金
の
支
払
い
が
制

限
さ
れ
る
事
態
に
至
り
ま
し
た
。
十
分
な
利
益
を
計
上

し
た
中
で
の
無
配
と
い
う
結
果
は
、
誠
に
申
し
訳
な
く

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。 な

お
、
現
有
す
る
有
価
証
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

全
性
が
高
い
公
社
公
団
債
が
中
心
で
あ
り
、
償
還
見
込

み
が
高
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
協
同
組
織
金
融
機
関
と
し
て
の
使
命
の
基
に
真
摯

に
経
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
〇
二
六
年
度
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
経
済
政
策
を

下
支
え
に
賃
金
上
昇
の
機
運
や
設
備
投
資
の
増
加
に

よ
り
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
継
続
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
世
界
経
済
も
、
障
壁
と
な
る
地
政
学
リ
ス
ク
や

各
国
の
通
商
政
策
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
成
長
路

線
に
回
帰
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

当
組
合
は
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
地
域
経

済
を
支
え
る
中
小
・
零
細
企
業
の
事
業
支
援
と
地
域
生

活
者
の
生
涯
支
援
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
真
摯
に

取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
臨
ん
で
行
く
覚
悟
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
主
要
取
引
先
企
業
の
資
金
繰
り
支
援

に
留
ま
ら
ず
、
経
営
改
善
や
事
業
再
生
支
援
・
事
業
承

継
支
援
に
注
力
す
る
と
共
に
、
生
活
者
へ
の
丁
寧
な
生

涯
支
援
は
基
よ
り
、
横
行
す
る
詐
欺
被
害
な
ど
金
融
犯

罪
か
ら
の
未
然
防
止
に
注
力
す
る
な
ど
、
安
心
・
安
全

の
提
供
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

更
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高

度
化
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
層

の
推
進
に
向
け
て
業
界
内
連
携
を
密
に
行
い
、
組
合
員

の
信
用
・
信
頼
に
応
え
る
努
力
も
惜
し
み
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
職
員
一
人
ひ
と
り
の
成

長
が
重
要
で
す
。
多
様
な
人
材
の
確
保
と
内
外
研
修
の

派
遣
や
実
施
・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
の
充
実
な
ど
、
人
へ
の
投

資
に
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ド

と
情
熱
を
も
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

力
強
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
か
ら
皆
さ
ま
に
は
、
格
別
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
〇
二
五
年
度
の
国
内
経
済
は
、
個
人
消
費
や
企
業

の
設
備
投
資
な
ど
、
雇
用
や
所
得
環
境
の
改
善
と
高
い

企
業
収
益
水
準
を
背
景
に
、
物
価
上
昇
の
中
に
あ
っ
て

も
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
底
固
く
推
移
し
ま
し
た
。
そ

の
傍
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
通
商
政
策
動
向
や
国
際
金
融
・

為
替
市
場
の
混
乱
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
不
足
な
ど
、

先
行
き
の
不
透
明
感
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。 

長
崎
県
内
の
経
済
は
、
製
造
業
関
連
や
観
光
関
連
を

中
心
に
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
維
持
し
ま
し
た
が
、
物

価
高
騰
に
よ
る
個
人
消
費
の
抑
制
や
経
営
維
持
に
向
け

た
経
費
増
と
労
働
力
不
足
を
起
因
に
回
復
基
調
に
勢
い

は
な
く
、
そ
の
後
の
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
影
響
が

先
行
き
の
懸
念
と
し
て
顕
在
化
し
ま
し
た
。 

金
融
業
界
に
お
い
て
は
、
日
銀
に
よ
る
政
策
金
利
の

引
上
げ
が
進
み
「
政
策
変
更
」
に
よ
る
金
利
上
昇
が
保

有
債
券
等
の
時
価
評
価
に
与
え
る
影
響
や
人
口
減
少
に

よ
る
預
金
減
少
な
ど
、
経
営
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
と

同
時
に
、
バ
ン
キ
ン
グ
ア
プ
リ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
過
熱
で
顧
客
の
争
奪
戦
を
招
き
、
狭
域
に
拠
点
を

置
く
小
規
模
金
融
機
関
、
と
り
わ
け
信
用
組
合
業
界
に

お
い
て
は
知
恵
と
汗
と
の
体
力
が
求
め
ら
れ
る
一
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
局
面
で
臨
ん
だ
二
〇
二
五
年

度
は
、「
２５
中
期
経
営
計
画
」
初
年
度
と
し
て
精
力
的
に

取
り
組
み
、
計
画
を
上
回
る
成
果
を
取
り
纏
め
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
貸
出
金
は
平
残
ベ
ー
ス
で
前
期
比
約
三

十
三
億
円
増
と
二
期
連
続
プ
ラ
ス
、
特
に
事
業
性
資
金

が
対
前
期
比
五
十
六
％
の
増
加
と
な
り
、
地
場
中
小
・

零
細
事
業
者
へ
必
要
な
資
金
と
し
て
供
給
で
き
た
こ
と

は
、
協
同
組
織
と
し
て
の
使
命
が
機
動
的
に
発
揮
さ
れ
、

地
域
へ
の
貢
献
と
深
耕
が
図
ら
れ
た
証
と
し
て
、
今
後

の
心
強
い
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
、
一
昨
年
の
日
銀
金
融
政
策
変
更
に
伴
い

当
組
合
が
保
有
す
る
有
価
証
券
の
評
価
損
額
は
拡
大
い

た
し
ま
し
た
。
中
東
情
勢
の
混
迷
等
に
よ
り
国
際
金
融

市
場
が
混
乱
し
、
決
算
期
末
に
長
期
金
利
が
上
昇
。「
協

同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め
ら 

 

二
〇
二
六
年
六
月
十
九
日
（
金
）
、
三

菱
重
工
労
働
組
合
長
崎
造
船
支
部
労
働

会
館
に
お
い
て
「
第
七
十
三
期
通
常
総
代

会
」
を
開
催
し
、
以
下
の
全
議
案
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

【
決
議
事
項
】 

第
一
号
議
案 

第
七
十
三
期
（
二
〇
二
五
年
度
）
計
算

書
類
等
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

及
び
剰
余
金
処
分
案
）
承
認
の
件 

  
第
七
十
四
期
（
二
〇
二
六
年
度
）
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

承
認
の
件 

  

第
七
十
四
期
（
二
〇
二
六
年
度
）
最
高

借
入
限
度
額
承
認
の
件 

  

組
合
員
除
名
の
件 

  

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件 

第
二
号
議
案 

第
三
号
議
案 

第
四
号
議
案 

第
五
号
議
案 
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令和８年５月２７日、長船ダイヤモンドクラブなら

びにりょうしん年輪クラブ会員４２名の皆さまにご

参加いただき、「第１４回りょうしんグラウンドゴル

フ大会」を開催いたしました。 

当日は天候にも恵まれ、当組合職員も加わった９チ

ームでプレーを行い、爽やかな汗を流しました。 

 

村里 美生（浜町支店）、中村 大和（北支店）、 

久松 優愛（深堀支店）、田中 夢乃（北支店）、 

酒井 和可奈（本店営業部）、永田 真鈴（北支店）、 

嶺岡 やぶき（本店営業部）、小嶋 蒼依（本店営業部）   

【写真上段左より】 

令和８年３月２６日、子どもたちの明るい未来を応

援する“次世代育成支援”の観点と地域のみなさまへ

感謝の気持ちを込めて、「映画ドラえもん 新のび太の

海底鬼岩城」の鑑賞会を開催いたしました。 

     

会場には子どもたちの明るい 

笑い声が響き、盛況のうちに 

終了することができました！ 

詳しくは、お近くの営業店窓口または担当者まで 

お気軽にお問い合わせください。 

１日でも早く仕事を覚え、 
皆さまのお役に立てるよう 
一生懸命がんばります！ 


